
10.2

↓海の香りが漂う会場で、新鮮な海・山の幸のバーベキューを楽しむ来場者

熾
し

烈
れつ

なデッドヒートを繰り広げるろ漕ぎ
レース

心地よい潮風を浴びながらのクルー
ジング

市内唯一の漁港、波多津漁港で波多津みなと

祭りが開催されました。地元の板木法行太鼓

の演奏で開幕すると、波多津保育園の園児に

よるよさこいやバンド演奏などが次々と披露

されました。会場では海・山の幸バーベキュー

や海産物・農産物の販売などが行われ大盛況。

海上では７チームが出場したろ漕
こ

ぎレースや

クルージングも催され、日中の最高気温が 10

月の観測史上最高を記録したこの日にふさわ

しく、熱気あふれるイベントとなりました。

　　　波多津みなと祭り海の恵みを思い切り体験

伊万里公民館で親子おくんち料理教室が開催されました。

これは、おくんちで客をもてなす機会が減るなか、地域で

引き継がれてきた伝統文化を次の世代に繋
つな

げようと、ＮＰＯ

法人伊万里のおくんち振興会が毎年開催しているものです。

参加者は講師の指導を受けて『栗おこわ』、『にごみ』、『かけ

和
あ

え』など６品を作り、手の込んだ郷土の味を楽しみました。

↓『かけ和え』に使うゴマを力を入れて擦る子ども

　　　 親子おくんち料理教室郷土の伝統を引き継ぐために

10.8
福岡市のＲＫＢ放送会館とその周辺で、第 20 回ＲＫＢラ

ジオまつり 2016 が開催され、伊万里牛のブースを出店

しました。２日間で 1,000 食販売した伊万里牛焼き肉は

両日とも短時間で完売するほどの人気ぶり。また、伊万

里牛などを返礼品として贈る ふるさと応援寄付金のＰＲ

も行い、ブースは多くの来場者でにぎわっていました。

↑伊万里牛焼き肉を買い求める人でにぎわうブース

　　　RKB ラジオまつりに伊万里牛のブースを出店福岡でも伊万里牛は大人気

10.15・16

みんなの広場みんなの広場

まちの話題
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このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

みんなの広場

↓塚部市長（中央）から伊万里梨が入った袋を受け取る運転手

　　　交通安全（事故ナシ・飲酒運転ナシ）キャンペーン伊万里梨で事故ナシ・飲酒運転ナシ
二里町大里の国道 202 号で、交通安全街頭キャンペーン

が行われました。塚部芳和市長や鶴 直人伊万里警察署長を

はじめ、市交通対策協議会、市交通安全指導員会などから

約 40 人が参加。伊万里梨や交通安全マスコット人形（市

老人クラブ連合会 寄贈）を入れた袋を運転手に手渡しなが

ら、『交通事故ナシ』と『飲酒運転ナシ』を呼び掛けました。

9.21

　　　 地方発シェアリングエコノミー創造アイデアソン高校生と大学生が伊万里を考える

10.10

　　　 鍋島藩窯秋まつり『献上の儀』オランダ駐日大使に『鍋島』を献上

↓代行シェアリングなどアプリを使ったカーシェアリングを提案

県内の自治体や関係機関、福祉施設などが参加して県原子

力防災訓練がありました。今回初めて地震による複合災害

の発生を想定して実施され、市内では、家屋倒壊で屋内退

避できない５世帯 16 人が大坪公民館に避難。また、バス

や自家用車で太良町に避難する 140 人には、職員が安定

ヨウ素剤の説明をしたあと、配布する訓練も行われました。

↑避難所で担当者（左）から安定ヨウ素剤を受け取る避難者

　　　 県原子力防災訓練大坪地区住民が太良町に避難
10.2

伊万里鍋島焼協同組合による『献上の儀』がオランダ大

使館（東京都）で行われ、アルト・ヤコビ駐日大使に酒

器『間
ま

取
どりきっ

吉祥
しょう

チューリップ唐
からはなもん

花紋瓶
へい

子
し

』が献上されました。

これは、『鍋島』を平成元年から城がある自治体の長など

に献上しているもので、今回は有田焼創業 400 年を記念

して、県と最も関係が深いオランダに献上したものです。

↑アルト・ヤコビ駐日大使（左）に瓶子を献上する畑石眞二代表理事

10.11

しごと創りセンター『P
ポ

OR
ル

T
ト

O 3316 IMARI』（伊萬里ま

ちなか一番館内）で、地方発シェアリングエコノミー創

造アイデアソンが開催されました。まちづくりに関心があ

る高校生や大学生など約 20 人が参加。テーマごとに５つ

のグループに分かれてアイデアを出し合い、伊万里の課題

とそれを解決するためのユニークな提案をしていました。
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